
市観光振興計画を策定市観光振興計画を策定

　
将
来
像
を
目
指
す
テ
ー
マ
を「
自

然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ちN

atural 
Resort 

八
幡
平
」と
設
定
し
、３
つ

の
視
点
で
取
り
組
み
ま
す
。

❶「N
atural R

eso
rt

」と
し

て
、「
稼
げ
る
リ
ゾ
ー
ト
」へ　

❷
滞
在
す
る
人
に
も
暮
ら
す
人

に
も
心
地
よ
い
、
持
続
可
能
な

環
境
の
提
供

❸
市
民
の
誇
り
に
つ
な
が
る
観

光
地
域
づ
く
り　

本
計
画
の
テ
ー
マ
を
設
定

本
市
の
観
光
の
価
値
と
課
題

■
市
の
価
値（
強
み
）

・国
立
公
園
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、

豊
か
な
自
然
と
そ
の
活
用

・
豊
か
な
環
境
を
守
り
続
け
て
い
る

■
市
の
観
光
の
課
題（
弱
み
）

・
市
内
外
へ
の
情
報
発
信
不
足

・
関
係
者
間
の
連
携
不
足

・若
い
世
代
へ
の
教
育
、
人
材
不
足

・
観
光
資
源
、
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

数
値
目
標
の
設
定

　
本
市
が
抱
え
る
観
光
の
課
題
を

解
決
し「
選
ば
れ
る
観
光
地
」と
す
る

た
め
、６
つ
の
指
標
を
定
め
ま
し
た
。

日本の美しい四季と暮らし　ナショナルパーク八幡平を目指して日本の美しい四季と暮らし　ナショナルパーク八幡平を目指して

項 目 元年度 ３年度 ４年度 5年度 8年度

日本人観光消費額 ー 39億 44億 47億 61億
　1人当たり消費額 ー 25,560 26,000 26,500 28,000
訪日外国人観光消費額 53億 ー 8億 30億 97億
　1人当たり消費額 41,027 ー 42,000 42,500 44,000

項 目 元年度 ３年度 5年度 8年度

リピーター率
日本人 ー 83% 82% 80%
外国人 89% ー 84% 80%

再訪意向
（7点満点）

日本人 ー 　　6.54 　　6.55 　6.6
外国人 　　5.82 ー 　5.9 　6.6

❺観光資源に対する認知率（市民）
❻観光への関与意向（市民）
※アンケート調査により基準値（現状値）を設定後、目標値を定める。

項 目 元年度 ４年度 5年度 8年度

観光入込客数 1,879千人回 1,700千人回 1,850千人回 2,400千人回

延べ宿泊客数 514千人回 400千人回 450千人回 600千人回

外国人観光入込
客数 129,476人回 20,000人回 70,000人回 220,000人回

教育旅行者数 24,529人回 15,000人回 18,000人回 28,000人回

スポーツ関係宿
泊者数 16,374人 16,000人 17,000人 22,000人

❶旅行支出額

❷旅行者数（観光入込客数など）

❸リピーター率・再訪意向

❹来訪者満足度

項 目 元年度 ３年度 5年度 8年度

総合満足度
（7点満点）

日本人 ー 6.24 6.25 6.3
外国人 6.1 ー 6.15 6.6

※7点＝とても満足、６点＝満足、５点＝やや満足、４点＝どちら
でもない、３点＝やや不満、２点＝不満、1点＝とても不満

単位：円

　　平平成成2929年に策定された第年に策定された第３３期市観光振興計画の成果と期市観光振興計画の成果と
課題を踏まえ、第課題を踏まえ、第４４期市観光振興計画を定めました。期市観光振興計画を定めました。
　　本計画では、本計画では、「日本の美しい四季と暮らし　ナショナ「日本の美しい四季と暮らし　ナショナ
ルパーク八幡平」を将来像に取り組みます。ルパーク八幡平」を将来像に取り組みます。
　　本号では、計画の概要を紹介します。本号では、計画の概要を紹介します。
■問い合わせ先　商工観光課観光振興係（☎・内■問い合わせ先　商工観光課観光振興係（☎・内線線13131313））

　
観
光
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
、
次
の
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
９
つ
の
施
策
を
定
め
ま
し
た
。

❶
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
旅
の
目

的
地
）形
成
に
向
け
た
受
入
基
盤

整
備
な
ど
外
国
人
観
光
客
か
ら

「
選
ば
れ
る
観
光
地
」を
目
指
し

ま
す
。 外

国
人
観
光
客
の
受
入
促
進

1ー11ー２❶
登
山
の
魅
力
を
提
供
す
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し

ま
す
。

❷
八
幡
平
山
頂
エ
リ
ア
の
ガ
イ
ド

人
材
の
育
成
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ガ
イ

ド
予
約
販
売

の
仕
組
み
を

構
築
し
、
ツ

ア
ー
造
成
や

販
売
を
実
施

し
ま
す
。

1ー３❶
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
最
大
の
武
器

に
、イ
ン
フ
ラ
投
資
や
グ
リ
ー
ン
期

の
受
入
基
盤
整
備
な
ど
を
支
援
し
、

ス
キ
ー
場
の
魅
力
化
を
狙
い
ま
す
。

❷
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
や
海
外
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
へ
の
発
信
、
グ
リ
ー
ン
期
の
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
な
ど
、
富
裕
層
受

入
に
見
合
う
価
値
の
創
出
を
行

い
ま
す
。

❸
ス
キ
ー
場
や
国
立
公
園
の
ベ
ー

ス
タ
ウ
ン
と
な
る
宿
泊
施
設
や
観

光
施
設
に
お
い
て
、
上
質
か
つ
多

様
な
滞
在
環
境
の
開
発
促
進
と
と

も
に
省
エ
ネ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
廃
棄
物
の
削
減
を
意
識

し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

❹
雪
上
車
の
利
活
用
推
進
や
夏
季

の
環
境
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、持
続

可
能
な
八
幡
平
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
エ
リ
ア
を
推
進
し
ま
す
。

1ー４

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

❶
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
受
け

入
れ
を
推
進
し
ま
す
。

❷
景
観
に
優
れ
た
ル
ー
ト
を
活
用

し
、八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
の
実

施
や
ラ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
造
成
し
ま
す
。

❶
地
熱
資
源
を
活
用
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
な
ど
を
生
か

し
、教
育
旅
行
や
企
業
研
修
誘
致
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❶
観
光
資
源
の
維
持・
保
全
に
係

る
取
り
組
み
や
民
間
資
金
を
募

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
に
よ
る
資
金
調
達
を
検
討

し
ま
す
。

３ー２

交
通
ア
ク
セ
ス
の
拡
充

❶
観
光
需
要
に
配
慮
し
た
コ
ミ
ュ

３ー３

観
光
推
進
体
制
の
強
化

❶
市
観
光
協
議
会
や
市
観
光
振

興
審
議
会
と
連
携
し
、
計
画
の
進

捗
状
況
を
評
価
や
検
証
す
る
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
観

光
経
営
人
材
育
成
や
観
光
施
策

財
源
確
保
に
向
け
た
検
討
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
人
口
、
交
流
人
口

の
増
加
に
つ
な
が
る
、
フ
ァ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
し
ま
す
。 

1高め
て
、
広
げ
る

3つな
ぐ

計
画
は
令
和
8
年
度
ま
で

　

本
計
画
の
期
間
は
令
和
8
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
各
施
策
の
進
捗
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
い
、観
光
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

❶
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る

「
奥
南
部
漆
物
語
〜
安
比
川
流
域
に

受
け
継
が
れ
る
伝
統
技
術
〜
」な

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
検
討
と
電
気

バ
ス
な
ど
の
導
入
の
推
進
、
自
家

用
有
償
運
送
な
ど
の
新
た
な
移

❸
自
然
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
文

化
体
験
の
う
ち
２
つ
以
上
で
構
成

す
る「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」の
付
加
価
値
の
高
い
観
光

商
品
の
造
成
と
営
業
強
化
を
実
施

ど
、
文
化
や

歴
史
を
共
有

す
る
自
治
体

と
の
広
域
連

携
強
化
を
推

進
し
ま
す
。

❷
地
域
食
材
の
活
用
や
食
の
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
や
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
モ
を
テ
ー
マ
と
し
た
農

の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
化
を
目
指
し

ま
す
。

❸
観
光
に
関
す
る
授
業
や
市
民

向
け
の
観
光
体
験
会
を
実
施

し
、
観
光
人
材
の
確
保
に
つ
な

げ
ま
す
。

し
ま
す
。

❹「
大
揚
沼
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

及
び
そ
の
繁
殖
地
」は
国
の
天

2伝え
て
、
育
む

動
手
段
の

検
討
な
ど

観
光
客
の

ア
ク
セ
ス

向
上
を
目

指
し
ま
す
。 

然
記
念
物
指
定
か
ら
５0
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
を
ア
イ
コ
ン
と
し
た
、
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

自
然
を
楽
し
む

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
推
進

国
際
競
争
力
の
高
い

　

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形
成
の
促
進

２ー1

地
熱
な
ど
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ

２ー２

地
域
の
歴
史
的・
文
化
的
資

源
、
食
文
化
の
活
用

３ー1

地
域
の
歴
史
的・
文
化
的
資

源
、
食
文
化
の
活
用
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